
東京アマデウス合唱団

第24回定期演奏会

トィッ .バロックの名 曲

Heinrich Schtttz

Georg Philipp Telemann

Dietrich Buxtehude

―

カ トリック麻布教会
2005年 11月 3日 (祝・木)



本日はお忙 しい中をご来場いただき、団員一同に代わ り

厚くお礼申し上げます。

1981年の第 1回から続いております定期演奏会も、本日で第 24回

を迎えることとなりました。

前回は、イタリアのカトリックの名曲を演奏しましたので、今回は

ドイツ年に因み、 ドイツ・バロックの3人の作曲家の名曲を選んで

みました。

昨年に引き続きカトリック麻布教会からの深甚なるご好意とご配慮

を賜り、この素晴らしいネL拝堂で演奏できますことを団員一同心から

感謝しております。

少人数の合唱団には、いろいろと難しい面もありますが、水野先生

の懇切なご指導に加え、練習ピアニストの堀江和子さんのほか、海保

あけみさん。片桐恵里さん・伊藤恵以子さんという素晴らしい伴奏者

に助けられ、また、皆様方からの暖かい励ましにも支えられて、この

演奏会を開催できますことを、団員一同心から嬉しく思つております。

今宵は ドイツ・バロックの名山を、この荘厳なネL拝堂の中で

ゆつくりとお楽しみいただければ幸いです。

東京アマデウス合唱団 団長 柿沼 替
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第 1ステージ

1ハインリッヒ・シュッツ(1585～ 1672)
Heinrlch Schitz

『12の教会聖歌集』Zw01l geisuiche cesange より

つ主よ、とこしえに居ます御父なる神よ、憐れみ綸え (ドイツ ミサ「キリエJのために)
κ力■θ σο″ら
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'誉れと賞賛
はことごとく御神のものなるべし(ドイツ・ ミサ iグローリアJのために)
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,我 唯―の御神を信ず〈ドイツ ミサレ レド」のために)
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,我、心を尽くして主に感謝を棒ぐ(詩篇 111)
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,わが魂は主をあがめまつる(ドイツ fマグニフィカー トJ)
,イJηθ Scaθ crhe夕 dθ″

“

α7θ″(SW 426)

「

~~~~~     
休   葡

~~~~      |

第 2ステージ

2ゲオルク フイリップ テレマン(1681～ 1767)
Georg Pmpp Telemann

『四つのモテット』Vier MOtettenよ り

'我 ら
のの主イエス・ キリストの御神よ

2′ εο′′し,se/s〃θ7″ ノθsυ a“■3“

,我 らによりて御神称えられ
Es segnc υ″s σO′′

つアーメン、贅賛も誉れも英知 t,感謝も賛美も力 t)強きも我らが御神のもの
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3ディートリッヒ ブクステフーデ(1637～ 1707)
Dletrlch Buxtehude

カンタータ Kantate

つ主よ、み言葉により我らを守りて
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,主ともに居ませば、我恐れじ
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揮指

明 mf
水野克彦
東京藝術大学卒業。
ピアノを滝崎鎮代子、 クラリネットを千葉国夫、 室内楽を
細野孝興の各氏に師事。

オルガンの手ほどきを今井奈緒子氏に受ける。

藝大バッハカンタータクラブに在籍中、小林道夫氏の薫陶を

受ける。 日本オルガニスト協会会員。
海保あけみ
東京藝術大学卒業。ヴァイオリンを正岡紘子、山岡耕作、

日高毅の各氏に、室内楽を黒沼俊夫氏に師事。

又、藝大バッハカンタータクラブにて小林道夫氏の指導を受ける。

現在フリーの演奏家として、室内楽・オーケストラ等の演奏を

中心に活動中。

片桐恵里

武蔵野音大付属高校卒業。

東京藝術大学音楽部卒業。同大学院修了。

ヴァイオリンを掛谷洋三氏、浦川宣也氏に、室内楽を、
ピュイグ・ロジェ女史、ルイ・グレーラー氏に師事。

第四回埼玉県新人演奏会に出演。

東京ハルモニア室内オークストラのメンバー。

伊藤意以子

東京藝術大学卒業。同大学院博士課程修了。チェロを三木敬之、
レーヌ・フラショー、倉田澄子の各氏に師事。
パリ・エコールノルマルで学ぶ。

第 48回 日本音楽コンクール入選。
Ensemble Dehceの メンバー。

堀江和子(練習ピアニスト)
武蔵野音楽大学短期大学部ピアノ科卒業。

キリス ト教音楽学校パイプオルガン科卒業。同研究課程修了。

ピアノを水本雄三、 野村文子、オルガンを高橋靖子の各氏に
師事。現在、有荷谷キリス ト教会オルガニス ト・聖歌隊伴奏者、

日本オルガン研究会会員。

オルガン

ヴアイオリンI

ヴアイオリンⅡ



演奏山目解説

ハインリッヒ・シュッツ (Helnrlch Schtltz 1585 16721は 1617年にザクセン選帝侯

ヨハン・ゲオルクl」ohann corgII世のもとで長いあいだにわたる事になる宮廷楽長の任

に就いて以後、新旧両様式の総合をはかりながらドイツ・プロテスタント教会音楽の基礎

を築いて来た。したがって、彼の作品のなかにカトリック音楽と深く通底するものが多く

見られるのは当然である。『十二の教会聖歌集』KZworgel調随

“

c.esangelは、三十年戦争

が終りを告げてから約十年後の 1657年、彼が七十一歳のときヨハン・ゲオルク :世が他界

し、Ⅱ世が選帝侯の後を継いで彼の願いとおりに引退が認められた時期にドレスデンで出

版された。この出版はシュッツが直接行ったものではなく、その承認のもとに Chrlstoph

Kttelが 自分で紙を提供して編集し、公にしたのであつた。曲集は 1ヽ強e,Gott Vater in

Ewigkelt(盛儀ミサ:ラテン語 トロープスKITle,fom bo面 tatlsに基づく)2畑 Ehr und Lob
soll C.ottes sdll(ドイツ語グローリア)31ch glaube an emen e■ ntgen Cbtt(ニ ケア信条)

4 Unser Herr」 Psus Chnstlls,in der Nacht(聖 餐式の導入のことD 51ch danke dem
Herrn"n ganzem HerreX詰編 1lD 6Dal■ eagen wi alle Gott 7 NIeine Seele

erhebt den Herren(マ グニフィカート)808●3er」esu ChrlstO Bernhardiに よる祝祭
穂  9均ハe elelso■ Chns“ ele18onlラテン語聖歌通常式ガ  10A■er Augen warten auF
dlchle事の感謝の歌)1l Danket“ III Herren,denn er 18t“urldhchKA後 の感謝の祈り)

12 Chr18te faC ut saplam慎の英知のための賛0と いう内容で、今回の演奏ではそのうち
の五曲を取り上げるのである。

K7ne Cott Vater h島祠山dt(-420 曲集第 1曲)は、 ミサの入祭唱に続いて歌われ
る憐れみの賛歌均五e elelsOnの典礼文のなかにそれを装飾する新たな言葉を挿入し、新し

い旋律をつけたトロープス(tlopuOと して 11、 12世紀頃から 16世紀のトレントの公会議

で廃されるまで行われた ぃ e,fOns b。五tatlsの旋律に、歌詞をドイツ語により敷術し改め

て福音ルーテル教会で現在に至るまで使われているミサ典礼聖歌を,四声のフーガ風のポリ

フォニーに編曲したもので、各パートが交替に原曲の旋律の各節を先唱し合いながらフー

ガの主題を次々に変え、コーダ三拍子に変わつて喜びを舞曲風に表現して、elelsonで歌い

収める。原曲どおり二部で構成され、四声合唱に通奏低音のみが付く。バッハが 1739年刊

行のドイツ・オルガン・ミサのなかにこの聖歌をコラールにして遺している(Bヽ 町ヽ

“

0。

An Ehr ulld IDb 80n COt108鑢 h KSW421曲集第 2曲)は、ラテン語ミサの栄光の賛歌
Glona in excelslsに 対応する歌詞を 1537年にMarm Lttbrが作り、復活祭のときに歌
われるOlottaの旋律 (10世紀以来使用された)に付けたのを、のちに改編して現行の聖歌

にしたと伝えられる。このシュッツの曲は、その聖歌の冒頭を先唱者の独唱またはユニゾ

ンの合唱で歌い、続く交唱の部分を略式ミサの手法で原曲からモチーフを借りてそれを巧

みに自由に変形させながら、フーガ風な展開を見せている。この曲も四声合唱にオルガン

の通奏低音のみが付く。



Ich elaube aュ・・n.nd二田n Cott ewv422山集第 3曲)は、ラテン語ミサの信仰宣言

C“doに対応させて Matthau8い昴
"rが
1525年 ドイツ語によつてニカイア・コンスタン

チノポリス信条(ニケア信条)を翻訳し、一部を改編したもので、ルター派はこの信条を使徒

信条、アタナシオ信条、アウグスブルク弁証論、大教理問答、小教理問答ほかいくつかの

信条とともに認め、礼拝に用いている。ルター派はもう一つのクレドに対応する聖歌 VヽL

glauben an an eulen C.ottを 持っていて、その方は前年 1524年に Mal・tln Lutllerが同じ信

条を二節折り返しの形の聖歌にまとめたものである。シュッツの出の場合、歌詞はルーテ

ル教会のドイツ語ニケア信条告自の本文をごく一部の例外を除き、ほぼ忠実に採用してい

て、礼拝の聖歌の歌詞よりはるかに精確である。曲はやはり略式ミサの手法で書かれてい

て、各パートの歌唱が歌詞全文を唱える訳ではなく、往々にしてそれを分担し合いながら

一部を省略して進行する。フーガ風の展開を見せていながら、信仰宣言の主要な部分はホ

モフォニーで引き締めるという構成が採られている。

Ichむ」b dem Heallv●lll…m Her2mSW424曲集第 5曲)は、詩編第 111篇のド
イツ語訳に頌詠を付けたもので、主の御業の感謝と賛美が内容になっている。特に『主を

畏れる事は智慧のはじめ」は余りにも有名な聖句である。カトリックのラテン語聖歌では

詩編 110と されている晩課のなかの Comtebor tlbi Dommeがこの曲と対応する。ルーテ

ル教会では感謝祭の礼拝と二位一体の主日に入祭唱または奉献唱に用いられる詩編である。

この詩編の冒頭「私は主に心を尽くして感謝をささげます」以下の部分が礼拝の主題とな

るために、ソプラノが遅いテンポでその朗唱を印象付けるように歌い出し、それを他のパ

ートがポリフォニ ーで飾る。続いて主の御業を賛美する言葉が語られる部分は主要なメッ

セージが提示されるモノフォニックな動きとその他の部分のフーガ風の動きを交互に重ね、

「賛美はとこしえに続くでしょう」という聖句をモノフォニーで歌い収めて、コーダの頌

詠の部分に入り、やがて三拍子に変わって終結する。

Mellle Seele erLebt den Hem-426曲集第 7曲)は、ルカ 146‐ 55のマリアの賛歌を

歌うラテン語聖歌 m鴫■範atを Lutller訳によるドイツ語聖書にはぼ準拠したテクストに

改め、頌詠を添えたもので、ルーテル教会ではこのテクス トをタベの祈 りのときに

《Chrletus uttern He■ and,ewlgen GOtt,ヽlarlon Sohn,preloen wh in Ewttblt Amen》

とい う先唱をつけて交唱で歌 う。カ トリックでは晩課の中で歌われる聖母の頌歌

(CantlcllDと して用いられる重要な賛歌であるが、プロテスタント教会では 7月 2日 のマ

リアのエリサベ ト御訪間の祝日に晩課もしくはタベの祈りの聖歌というよりも朗誦として

用いて来た。バッハがこのテクストによつてカンタータ作品lBM71111や オルガン前奏曲

eWγ6481を遺している事はよく知られているが、シュッツのこの曲はこのドイツ語テクス

トの完壁なポリフオニーとして筆頭に数えられるものである。曲は交唱のテクスト分割を

ほぼそのまま守 り、歌詞の内容に則してモチーフやリズムを次々に変え、例えば 《er

zerstlenet主 Iよ散らされる》という言葉をニパートずつで繰り返し交唱させたりするなど内

容の表現にもさまざまな工夫が施されている。



ゲオルグ・フィリップ・テーレマン (C.eolg Pbl■ pp Telemalln1681 1767)は 、シュッ

ツの次の世代のバロック後期の作曲家で、1721年以降ハンブルクに終生滞在して 18世紀

前半のドイツにおいて大きな存在を占めたが、現在ではバッハやヘンデルの音楽の高い評

価のかげに隠れて、器楽曲を除けばその声楽由などは忘れられた存在になっている。しか

し、彼は生涯に 1400曲以上の驚くべき量のカンタータを作由し、モテットも 25由遺して

いる。その忘れられたモテット作品から四曲をWぃley KMorganが 編集して、1967年に

Das Chowerkシ リーズ 104と して、『四つのモテット』と題して出版したものから三曲を

今回演奏する。曲集には今回演奏される三由のほか 8声のモテットHalt was du hastが含

まれている。

Der Cott unser8 Herrn.resll o由 はで口い034 曲集第 2曲)は、通奏低音付きの四声のモ
テットで、テーレマンは 1723年に復活祭後第 4主 日の礼拝のために同じテクストを使つて

カンタータ作品 (TWVl:257)も 公にしている。このモテットのコピーには「聖霊降臨祭
の無事を祈って、晩課を行ったタベに」と書かれていて、この曲が初めて使われたときの

機会がどのようなものであったかを示唆している。新約聖書エフェソの信徒への手紙 117

-18に基づいてテクストが作られていると考えられている。シュッツが歌詞の言葉の美か

ら音楽を引き出そうとしたのに対して、テーレマンは器楽の合奏を思わせるような展開の

流れに歌詞を載せるのが得意であった。この曲は歌詞の前半を前奏風に Ttttiで歌い出し、

後半はフーガに構成されている。主題は素朴であるが、バロックの色彩を十分に帯びた展

開を示す作品である

E8∞¨ u18螢塑邸躙Ⅳ

“

:3 曲集第 3曲)も、通奏低音のみの四声モテットで、詩編 678

のドイツ語訳テクストを用いて神に祝福を求め、この世のすべてのものが神を畏れること

を祈る内容になつている。どのような動機からこの作品が生まれたかは明らかでない。歌

詞の前半は一種の悲壮感を漂わせて重く歌われ、後半は同じ短調であるが一転してやや軽

いフーガで歌われる。この曲を編集出版した Wesby KNIorganは埋葬の歌であることを想

像しているが、むしろ戦争などの試練を背景に作られたのかもしれない。但し、新年 1月

に入つて降誕祭からソヽ日日の主日に行われる聖母マリアの大祝日のミサでは、Ehre sei

Gottが歌われたあと、聖書朗読として民数記 622‐27が読まれ、続いてこの詩編 670日 テク

ストは 60が答誦されるので、或は関係が有るかもしれない。

Amen lnb・ ,nd E■reK-08:1 曲集第 4曲)は、ソプラノ、アルト、バスの二声合唱に通
奏低音が付くもので、(Attn,Icb und Ehle und Weヽ llelt und Dank und P“ Is und Krat

und Star■ e sei ullserlIII Gott Юn E■ lgkelt zu EwigketA“ ■》の部分は新約聖書ヨハネ

黙示録 711の 言葉で、テーレマンはほかに同じテクス トを用いたカンタータ
Ame■ ame■ LOb und Ellreを 器楽付きで作曲している CWV01:91,92)。 コラールは受難

週に歌われる聖歌 O Hauptマ (皿 Blllt und Wundenを 旋律に用いているが、歌詞は年の変わ

り日の新年を迎えるときに歌われる内容になっている。旋律はキリストによつて「古いもの

は過ぎ去り、新しいものが生じた」というパウロの言葉を思い起こさせる。



ディートリッヒ・プックステフーデ (Dletench BⅨ

“

hude1637‐1700は、前半生をシ
ュッツの晩年と時代を共にし、後半生はテレマンの青年期と時代を共にしている。1668年

以降北 ドイツのリューベックの聖マリア教会 (der Mar■enklrche)で約四十年間オルガニ

ストの任に在った。その作品には常にオルガン音楽もしくは器楽曲の感覚が働いているが、

ここに演奏する二曲もコンチェル ト・グロッソの形式を採り入れていて、合奏の一役を合

唱が担っているような感を聴く者に与える。

Erhalt ul18 Herrbol… WmCB-2つ は、カンタータとして作曲され、合奏の ト

ゥッティのようにして歌われるその合唱の部分が、1543年に Mann Lutherが 中世の旋律

に歌詞を付けた聖歌をンプラノが繰り返し、他のパートがそれに和声を付けるという構成

になっている。後半リトルネルロの部分の第 4節 と第 5節の歌詞(《%rle■h un3 F■■edeD

以下)は聖歌では歌われない。なお、ブックステフーデはオルガンのために同じ聖歌を用い

てコラール前奏曲も作曲している (BI-186)。
Der H‐ lst mltコ虚 (3-Dも 、カンタータとして作曲され、同じくコンチェル ト・

グロッソ風の構成やオルガン音楽のような動きが見られる。テクストは詩編 1186,7が使わ

れている。パウロが新約聖書ローマの信徒への手紙 831に この聖句を引用したことで、こ

の言葉がよく知られるようになった。曲は常に器楽風の軽さを保つているが、特に終結の

アレルヤ唱に入つてからは非常に軽快で、弦楽器の動きや鍵盤楽器の動きがそのまま合唱

の動きになっている典型的な見本を呈している。ブックステフーデは、その手法を用いる

ことによつて、歌詞が繰り返す「主はわたしの味方、わたしは誰をおそれようJ(新共同訳

詩編 1186)の背後にある信頼と恐れからの解放感をあらわそうとしているのである。

17世紀にイタリアで生まれたカンタータがパロック時代を象徴する音楽形式であると考

えられたほどに、18世紀のドイツではパッハの作品に代表されるような多くのカンタータ

作品が作られた。ブックステフーデもテーレマンもその例外ではなかったが、シュッンは

カンタータの存在を知っていたはずなのにもかかわらず作らなかつた。それは、シュッツ

の面がオーケストラを使わずに、通奏低音のみを伴奏に用いてア カペラに近い形で歌うよ

うに書かれたためである。今回の演奏曲日の内容からバロック音楽の変遷史をかいま見て

いただければ、と思う。

(文責 :野 口 0



Kyris,fut Vater ir Ewigkeit (SWVa2o)

Oeuteches Eyrie)
Zwof gsistlicho Gs8anee(1664op.13 No. 1

Kfie,Gott Vater in E$.igkeit,
gro8 ist DeiB BamheMigkeit,
aller Ding ein Schopfer und Regie&r,
eleison.

Christe ,aller Welt lYosi
uD.s Sunder allein du hast erliist,
O Jesu.Gottes Sobn,unsei Mittler,
bist in dem htichsten Thrla,
zu Dir sclreien srir au.6 HerzenE B€gier:
eleison.

Kyrie,Gott Heiliger Geist,
tr6el8tgrk uns im Glauben allermeist,
daB wir: am letzten End frithlich
UDB scheiden6bscheided aus rliesem Elend,

AII EhI und l.ob so[ Gottes sein (SWV421)
(Doutgch€t Gloria)

ZWOU geistliche GesilD8e(1657)Op. 13 No.2
(IntonatioD)

All Ebr uld 1rb soll Gottes sein,
er bt und heiBt der Hiicbst alleitr.
(Chorus)

Sein Zorn aufErden habGat) ein End,
seilr Fried und Gnad sich zu uns wend;
den Menschen dae gefalle woh!
daffir mar herzlich ilankea soll.
O lieber Gott,dich loben wir utrd prcisen dich
mit gatrzpr Begier;
auch knieend wir aEbeten alich,

dein EhI wir ruhmen stetiglich,
Wi danten dir zu aller Zeit
um deine $o0e HerrliclkeiL

HeII Gott,iE Himmel Kinig du bist,
einvat€r, der allBechtig i8t.
Du, Gottes Sohn,vom Vater biat eiaig geborq
Herr Jesu Christ.
HerI Gott, du zartes Gotteslama,
ein Sohn au€ Gott des Vateis Stamm,
der du der Welt Sand hagst allein,

Heinrlch Schutzノ イヽンリッヒ・ シュッツ

(略式ミサ :ドイツ語式文・キリエ)

『 12の教会聖歌集』作品 13第 1山

主よ、とこしえの御父であられる神さま、

あなたの慈しみは絶大です、

万物の治1造者にして統濃普であられるお方、

どうぞお憐れみください。

キリストさま、全世界の慰めぬしよ、

あなたは罪人に過ぎない私たちをお紋い下さいました

おおイエスさま、神の御子よ 私たちの
'保
着よ、

あなたはいと高き御座にいまし、

私たちはあなたに心からの潟望を叫んでいるのです。

どうてお憐れみください。

主よ 聖霊であられる神さま、
最高の信仰で私たちを安らかにし、強めてください、

いまわの時に 私たちが書びにひたりながら
この苦しみから離れるように,

どうぞお憐れみください。

Helntch Schutz′ イヽン llッ ヒ・シュッツ

幅 式ミサ :ドイツ語式よ・グローリア)

『 12の教会聖歌集』作品 13第 2

倍 唱による唱え始め)

すべての栄光と称安は神のものであるはずです、,

神さまだ1すがいと高きお方であり、そう呼ばれるからです。

(オルガンと通奏低音付きの合唱)

この世では神の初箸りがおさまり、

その平和と御恩寵が私たちへ向けて注がれるのです、

すなわち御意にかなう人々に.

その故に人は心から感謝をささげるべきです。

おお愛する神きま、私たちはあなたを愛して誉め称えます、

思いを尽くして。

また、私たちはひざますいてあなたを崇めます。

あなたの栄光を絶えず誉め称えます、

あなたにいかなる時にも感謝をささげます

あなたの大いなるすばらしさのゆえに。

神さま、あなたは大に在つては■であられ、

全能の御父です.

神の御子よ、あなたは御父からひとり子としてお生まれに

なりました、イエス キリストさま.
神さま、あなたはかよわい神の小羊

御父を幹として神よりお生まれになった御子、

あなたこそこの世の罪をひとりで負われるお方、



wollst uns gnadig,ba.rmhezig sein;
der du der Welt SiDd hegst alleiB
IaB dir unser Bitt' geti]lig sein.

Der du gleich sitzest dem Vater dei4
wou.st uns gBadig,barEherzig seio,
Du bist und bleibst heilig allein,
aber alles der Herr allein.
Der Allerhilch.6i allein du bist
du lieber Heiland Jesu Christ,
samt dem Vater und Hefigen Geist,
aa gdttlicher MajestHt gleich.

Amen,das i,6t gewiBlich wabr,
das bekemt sller Engel Schar und altre Welt
so weit und breit von Dun aE bis in Ewigkeit.
Aloen.

Ich glaube an einen o'.ige. GottGWV4tl2)
@eutechee Godo)

Zwf,lf gsisdiche Gesbge(r65?)Op.13 No.3

Ich glaube an e ren eiaigeE Gott,
allniichtiged Vater,

Sch6pfer HimDelE und dei Erderr
alles, s/as sichtbar und unsichtbar i6t.
Und an einen einigen Henetr Jesue Christum,
Gotteg einigen Sohn,

det vom Vater geborcn iEt vor der ganzen Welt,
Gott von Gott Licht vom Licht,
wahrhaftigen Gott vom wahhaftiged Gott,
geboren,nicht geschaffe4

mit dem Vater eineilei WeseDs,

durch welchen alles geschaffen ist,
welcher um ule Menschen
uEd um unsrc! Seligkeit willen
vom Hiomel kommen iEt
und leibhaftig worrlen dureh deD Heiligeo Geist
von der JuBgfiaueB Maria ultl Menech worilen.
Auch ftir une gekreuziget utrter Poatio Pilsto,
gelitten und be$aben und ao &itten Tage

auferstandea nach aler Schrift
und ist aufgefahren gen Himmel
und sitzet zu der Rechten des Vaterg
udd wfud wiederkomme4
zu richten die I-ebeadigen und die 'Ibten,
des Reich kein Ende haben wird-

私たちを慈悲深くお憐れみ下さいますように。

あなたこそこの世の罪をひとりで負われるお方、

私たちの願いがあなたの御意に召していただけますように。

あなたこそ御父と同様の立場に座されるお方、

私たちを慈悲深くお憐れみ下さいますように。

あなたこそ聖なるお方、いつまでも.

あなたこそすべての者の主であられるお方。

あなたこそ至高のお方、

あなたはむしろ教い主イエス キリスト、
御父と御聖霊と共に

神の御凄威においてひとしくあられます。

アーメン.確力■こその通り.

その事はすべての御使いの群と全世界が

今より永遠に至るまで津津浦浦で各自するでしょう。

アーメン.

Helnuh“mレハィンリッヒ シュッツ

“

式ミサ :ドイツ語式文・ クレド ニケア情条)
『 12の教会聖磯集』件品 13第 3

私はヽ一の神、

全能の日父

天地の造り主

見えるものと見えぎるものすべての造り主を4.じます。

そして唯―の主イエス キリスト
神の御ひとり子、

この世の成らぬ前に御父からお生まれになったお方、

神より出られた神さま、光より出られた光、

まことの神より出られたまことの神さまを、

作られたのではなく、お生まれになられたお方、

御父と同種の御性質をそなえ、

それによつてすべてが造られているお方、、

私たち人類のために、

しかも私たちの救いのために

大から来られ、

御聖霊により処女マリアより肉体の姿に成られ、

人と成られたお方を信しま九

さらに私たちのためにボンテオ・ ピラトのもとで十字架に

つけられ 苦しみを受けて葬られ、そして三日目に
聖書にしたがつてよみがえられ、

天へと昇られ

御父の右に座され

また戻つて来ようとされています

生けるものと死せるものとを裁かれるために.

その御回は尽き果てることがないでしょう。



Ulld an den HelT3den He■ hgen Ce18,      そして主を すなわち御聖霊を、
der da lebendlg macht             その御国にて生かしてくだきるお方、
der von deln Vatel ulld dem Sohn au3gehet,   御父と御子から出られたお方、

der mlt dellいたter und dem Sohne        御父と御子とともに
ZuJdCh angebetettlnd zllglelch geenet wid,  同時に崇められ、曰時に敬われるお方

der d■uch ale Propheten geredt hat       預言者を通して語って来られたお方を信します。
Und eine er叫´ he■ll",chr18出に

“

,ap∝●力政力oそして唯―の聖なるキリストの使律 来の

blle                        敦会を信しま九

Ich bekeme eille emge TauFe― Vergebung   私は罪の教しの唯―のパプテスマを認め、
der Sllnden und warte allf dle Allferstehullg der死 者のよみがえりと

Toten und ein bben der zllko面 lgenヽVeL    来るべき世の生を待ち望みます。
Amen                         アーメン.

Psalm lll lch a田通e dem Honn I‐ ,ぃ
"m Heinrlch Schu乾

′ヽインリンヒ・シユツツ

H― n-420                 「編繭 111篇J

zworpstllclle Ce8Ⅲ ge(1657pOp 13 No5     F■ 2の教会聖歌集』作品13第 5
1ch danlle dem He‐ n Юn gan2cm Herzen    私は主に心を尽くして感謝をささげます、
im Rat der Frommen und in der Cemoine    倍心深い者の集い、会衆の中で。
GЮ 3 slnd dle Werke de8 He‐0●          主の御業は大きく、
wer h achtet,der hat eltel Lu8t aran       その御業を重んする者はただそれを喜ふだけです。

Vヽ"er oranet,da8おt ltlbllcll und henLch    主が御字を与えられることは贅贅に値し、すばらしく、

ulld oelne Cerechtlg■ elt wahret e宙ghch     その工義はとこしえに続く。
Er hatem Cedachtい io gest躍 tsemer Wunde■   主はその驚くべき御業のFL念を設けられた
der gnddlge und barmherage Her.        恵み深く、憐れみに富む主よ。
ETまbet Spete denen,3olhn l,chte■■      主は御自分を具れるものに食物を与え、
er gedettet ewlghch an 30inen Bund       御自分の契約をとこしえに御音に留められます。
Er la3t verndlgen selne"waltlgen Taten主 は御自分の力ある御業を
8e■llem MD■,da3 er nnen gebe das■ 礫 der御自分の民に告げ知らせ、異教徒たちの嗣業を彼らにお与
Helden                       えになりました。
Dle Werk oelner Hallde elnd WahThelt undそ の御手の御業は真理にして

Rechじ alle se■■le Cpebote slnd rechtscllafFerL   正義、そのおきてはすべて公正です。

Sle werden erhalten■ mrrler,,nd ewigLch     それらはいつも、いついつまでも保たれ、
und geschehen tremth und redhch        忠実にその通りまつすぐに身にふりかかるのです。
Er sendet elne Erlo9ung eemem M』 ヽ      主は御自分の民に救いを送り
er ver“■Betaa3 8em Bund ewlgLch blelben 30■ そのおきてがとこしえに存続すべき事を告げておられます.
He■g he■ gu■ld behrlet selll Name       主の御名はいと聖にして崇高なるかな.
Ille FIRhtdes Hercn i“ der We13heit Anfang     主を具れることは智慧の初め。
Das lst eille felne Knghelt,           それはすばらしく賢い事です。
wer aarnach tut                   その者はその通りに行い、
des Lob blelbet ewlghch               贅美はとこしえに続くでしょう。
bb und Pre188ei Cut dem vater und dem Sohn贅 美と贅贅が父と子と

ulld deln He■Lgell Cte18te,              聖霊の神さまにありますように、
w■e e8 warlm2hfa嘔ルtzt und lmmerdar   初めにそうであつたように、今もいつも、
und von Emgkeit zu EwlgLelt            そしてとこしえからとこしえに至るまで.
Amen                       アーメン。



Meme Seele erhobt den Hα
“
nc_426)    HemrlCh SChutz′ イヽンリッヒ シュッッ

(DentBches M電四鮨爛0              (ド イツ鵡燎  マグニフィカート)
Zw●lfgermhO oogange(160つ Op 13 No 7     『12の歌会聖歌集』作品13第 7
Melne Seele enЮ bt den Horren,          私の魂は主をあがめ、
und meln Celst ieuet81Ch Gotte3,         私の霊は神さまのなされたことを嬉しくおもいます
meine8 Hellalldes                  私の教い主のなされたことを。
Denn er hat selne elende Magd angesehell    なぜなら主は自分の賎しい婢女に目を留められたからです。

Siehe,Юn nlin an wer“ n mi´h8ehg preten alle 御覧ください、今からのちすべての後に続くものたちが

Khde8Lnこ                     れを幸せ者と林えるようになるでしょう.
Denll or hat中 00 DLg an miT getan,      なぜなら主は私に大いなる事を行って下さつたからです。
der da macl■tlg let,                 ですから、この方は力のあるお方で、
ulld de8 Nallle heigヽt               その御名は尊い。
Ulld geine Barmherzlgkelt wabretimmer it undそ してその憐れみはずつといつまでも

ヽr bei dene■ dle ihn tl■ chtell           この方を具れる者のもとで続きます。
Er ubet Cewalt llllt selnelll Armi          主はその御腕で権能を行使されて

er“
"treuet,                    

散らされまう、

dle hoffa■ng shd in thles Heralls Sinll     その心の思ヽヽにおいて高ぶる者たちを.
E■ 3"3et ale cewalagen vOm stubl,        =は 権力のある者たちをその座から追放し、
ヽヽnd erhOhet dle NledngelL             身分の低い者たちを高くされます.
D■e Hunge五 gen rll■et er mlt Cutern       主は飢えた者たちを良い物で満たし
ulld laSt ale ttlchen leer             裕福な人々を空虚にして置かれます.
Er aenket der Barmherzlgkelt ulld tt se■ nelll主は憐れみについて思慮をめぐらし、御自分の

Dlener lsrael autw● er geredt hat unsern僕 イスラエルに助けを出されます、私たちの先t■アプラハ

Vatern,Abrahanl ulld seinem Samen ewlgLch  ムとその子孫にとこしえにわたつて語られて来たように。

Eh“ sei dem Vater und dem Sohn        御父と御子に栄光
und auch dem Hellgell Ceお te,           そして御聖霊にも、
wle es warlm Ada疑

"etZt und imlllerdar    

初めにそうであつたように、今もいつも

ul■d von Ewlgkelt a■ Ewlgkelt,価n       そしてとこしえからとこしえに至るまで。アーメン.

休     憩

D€r Gott tr,rsor8 Horrn Jesu Chriati
ViEr llotettetr No-2

C.eorg Phlllpp lelcll amグ オルグ フィリップ テーレマン

『四つのモテット』より第2曲

Der Gott llDsers Herrll・ Jesu Chrlstl,       私たちの主であられるイエス キ
'ス

トの神きま、

der Vtter der HerrLchkeit,gebe euth       栄光の君の御父よ、彼らに

de■l Celst der Wo18belt und der Offenbarung   英知とを示の霊をお悛け下さい、

zu 8einer selbst Erkenntn18            彼らが自分を認識する事ができるように。

und erletlchte● Augen euer8 Veretallalu8,    そして彼らの理解の1良に光をお与えを下さつて

da3 ihr erkennen ll10getweth" da sel dle彼 らにそのとれが

Hommng eure3 Ber適,               自分の召命として望むべき天職なのか、
und welclle3 8ei der blchtum se■ neS heコ

““

nそ して何が聖なる者に属する自分の栄光の遺産の富なのか

Erbes an selnen He■ Lgel■              が、見分けのつくようにして下さい。



Amell,IDb und ELЮ  ulld Weヽhelt ulld Datt undア ーメン。称贅も誉れも共知も感謝も

PКls und●at und Starke sei unserm G“t   賛美も力も強さも私たちの神様のもの、
von Ewigkelt zu Ewigkelt Amell          とこしえからとこしえに至るまで.アーメン.
(コ ラール)

Heutlst das」 abr bescuosseL           今日は今年のとじられる日、
Herr delne Crllad gei heut              主よ、今日こそあなたの意みが

auf mth neu al13geg003e■             私の上に新たに注がれますように。

IIleln Herz wid auch erllellt             私の心も新たにされることでしよう。

“

g■ch ab alte Sunde、                私がふるき罪を捨てれば、
30 Werdlch Got                 その事によつて、神よ、
bei dlr allch■ ouon Segen tndoIL         あなたに新しい祝福を見出すことでしょう
dein Wolt verspr■ cht es mェ            あなたの御言葉がその事を約束して下さつています。

Es eegae ors Gott
Vier Mototten No,3

Es segDe uns Gott,uDser Gott,
und alle Weh fttchte ihn.

Aeen, Lob utrd ELle
Vier MotettBn No.,t

Georg Phlhpp■ lell almグ わ レグ フィリップ テーレマン

『 四つのモテ ッ ト』より第 3山

私たちに祝福が与えられますように、神さま、私たちの神

さま、そして全世界が神を具れるように成りますように。

Ceollg PhlLpp■ lell alulグヽルグ フィリップ テーレマン

『四つのモテット』より第4曲

DletleL Butebudfデ イートリッヒ ブックステフーデ
(マルチン・ルター作聖歌にもとづくカンタータ)

主よ 私たちをあなたの御言葉によつて保つて下さい、
そしてあなたの敵どもの人殺しを抑止して下さい、

彼らはあなたの御子イエス キリストを
その御座から突き落とそうとしているのです.

御聖霊なる神さま あなたは慰め主になられ、
御自分の民にこの世で同じ意識を持つようにされました。

いまわの苦しみのときに、私たちのそばに居てくださつて、

私たちを死から命へ連れて行つて下さい。

Erhalt uns,HeE bei ilsineE Wct
(Kantate)

Erhalt uD,s,Her} bei deinem Wort
und st€ue deiner Feinde Mord,
die Jesum Cbiistum, deinen SohB
stiir?,en wolled von seinem Thron.

GOtt“■l ger Celet,du T“ sler we“
glb delm%■ elnellei SInll a■ ■fEFd,

steh bel ung h der letzten Not,

ピleit unslns bben a■ lsdem Ъd

Bewels dem Macllt,Hen」estt Chrlst       あなたの権龍のしるし、イエス キリストさま.
der du Herr aller Herren恥t          あなたこそ主の主です。
beschllm deln artlle Chnstonhe■ t,         あなたの貧しい全キリスト教従をお守り下きるなら、彼ら
da3 s■e dlch lob in Ewlg■ elt            はあなたをとこしえに誉め称えるでしよう.

brlelll um Frleden gnaalghcll Herr Gott,    私たちに御慈悲ですから平和を下さい 神さま、
zu unsern Zelte、                   私たちの時のために。

es lst docllja■ eln andrer n■cht,        ほかに居ないではありませんか、
der■tr u"kOnnte stre■ ten,            私たちのために戦つてくださる方が.
dellll du,Herr Gott alleine             だから,神様、あなただけなのです。



G■bu… rln K● nlg und a■ er Ob■lg■eit Fr■ed   私たちの工とすべての支配筋に平和と
ulla gllt Reament                 よい政治をお与え下さい、
da3 w■r ullter■ nen                 なぜなら、私たちは彼らのもとで
em gerlthig und s口 略3 bben fllい on mogen,   落ち着いた静かな生活をしたいのですから、
ln aller CottseLgkeit und Ehrbarket     あらゆる神の三福と実直さのなかで。

Amen-

Der IIeE ist Eit Eir
Gantate)

Der Herr ist Eit dir,
daruE furchte ich mich nicht.

Was Ldnnen Eir MeDBchetr tuE?
(rjrt@ff trl &FiLr*, iE+)

Der Herr i8t mit Eir zu hel6rl.
lvas kolDeB Eir MeDschen tun?

アーメン。

Dletrtll B4ohud。 ディートリッヒ ブックステフーデ
(カンタータ)

主が共に居られるので、

私は恐ろしくありません。

誰に何をすることができようヵ、

主が共に居て助けてくださる。

経に何をすることができようか。

主が共に居て助けてくださる。

推に何をすることができようか。

主が共に属て助けてくださる.

ア レルヤ。

Der Horrlst m■t mirzu he島、und lch、租 moi■10主が共に居て助けてくだきる、だから自分の

Lust seben an memell Feinde■          崚を見つある私の■気が欲しい。

Der Herr ist Eit mir zu helftD"
Was k 6nnen mir MoDschen tun?

Der Herr ist mit mir zu helSD"

Alleluia.

(訳詩 野口 碩)



東京アマデウス合唱団のご案内 (2005.11現在)

本日はお忙しい中、我々の為にわざわざ時間を割いてご来場を賜り、厚くお礼申し

上げま九

さて、ご来場の皆様方のうち、すでにご存知の方々も多いかと思いますが、初めて

この合唱団の演奏をお聴きになられる方々のために、少しご案内させていただきたいと

思います。

この合唱団は、1980年「モーツァル トのレクィエムJを 自分たちの手で演奏したい

という夢を持つアマチュアの仲間たちが集まって創立しました。

以来、モーツァル トのほか古典派の作品を中心とした宗教曲を、ほぼ毎年 1回の定期

演奏会で演奏してまいりました。

今年で25周年を迎えましたが、これまでに演奏した曲の主なものを後のページに

掲載致しましたのでご覧下さい。

この合唱団は、指導者の招聘 。指揮者の選定・会場設定。演奏する曲目の選定・プロ

グラムの作成・演奏曲目の解説から訳詩に至るまで、全てが団員の労力と団員の資金

のみて成り立っており、手作りの演奏会を開催しているユニークな合唱団としての存在

価値を、団員―同が誇りとしておりま丸

創立当初に比べて、団員もかなり少なくなりましたが、少人数に適したルネッサンス、

パロック時代の宗教曲を積極的に取り上げて、他の合唱団ではあまり歌うことの無い

隠れた名曲を歌つてみたい方をお誘いしながら、なんとか存続させたいという団員の

強い意志に支えられて、現在に至つております。

今後の活動予定は次ベージの通りですが、少人数でのアンサンブルを一緒に楽しみ

たい方や興味のある方が居られましたら、是非一度練習会場にお出掛け頂き、見学だけ

でも大歓迎ですので練習状況等をご覧頂きたいと願つております。

次ページおよび下記ホームページをご参照の上、「護国寺」の同仁キリスト教会内の

「美登里幼稚園」へお出掛けいただきたく、団員一同期待してお待ちしております。

(事務局 大久保ルミ子)
東京アマデウス合唱団

ソプラノ  安東峰子・辻村順子・松本香織
ア ル ト  伊藤正子 。大久保ルミ子 。大友美佐 。小川由美子・宮崎米子
テノール  伊原 宏・小沢 仁・片岡 繁
バ  ス  柿沼 哲・野口 碩
Iホームペーカ

http://homepage2.nifty.c o n1/Amadeus/



今後の活動予定

第 25回 定期演奏会
予 定  2006年 11月 3日 (祝・金)
場 所  カ トリック麻布教会(予定)
演奏曲日(予定)

ゼレンカ :聖週間のためのレスポンソリア

没後 300年を迎える「パッヘルベル」の作品

(2007年秋の予定一没後 300年記念として「ブクステフーデJの作品)

参 加 ご 希 望 の 方 ヘ

お問い合わせ先

辻 村 順 子

大久保ル ミ子

毎週水曜日 午後 6時半～ 9時
同仁キリス ト教会 美登里幼稚園 2F(下図参照)
水野 克彦
月額 4千円(学生 2千円)

案 内 図
米地下鉄有楽町線
「護国寺」駅下車

6番出口から徒歩 5分
または

米 JR山手線目白駅より
都バス「椿山荘または

新宿西日行き」で

目白台 3丁 目下車徒歩 3分

048‐476‐4056
03‐3960-7714

日
場

者

費

習
酔
導

練

練

指

会

高 速 5号 線

¬ 写



演 奏 会 の 記 録

開催年月 主 な 演 奏 曲 目 指 揮

第 1回 198102 モーツァフレト(レクィエムくジュスマイヤー版>、 アヴェ ヴェルム コルプス)等 寺村博司

第 2回 198111 ヘンデル(メサイア) 渡辺央己

第 3回 198222 フォーレ(レクィエム)、 ジョスカン・デプレ、シュッツ等 鈴木 優

第 4回 198309 モーツアリレト(戴冠式ミサ、ミサ ブレヴィス220)、 ヴィクトリア等 黒岩英臣

第 5回 198409 ‐ ツァリレト(レクィエムくジュスマイヤJい、ミサ ブレタィス194) 黒岩英臣

第 6回 198510 」Sバッハ0ンタータ 106)、 プクステフーデ、ハスラー 宮本昭嘉

第 7回 198610 モーツァルト(グローセ・ミサ)、 ヴィクトリア(アヴェ・マリア)等 鈴木 優

第 8回 198710 シュッッ (ムジカーリッシェ.エクゼクィエン)、 ハスラく ミサ セクン分 鈴木 優

第 9回 198812 モーツァルト(プメペレ3391、 F.Jハイドン(ミサブレブィ対等 齋藤明生

第 10回 198911 モーツァルト(レクィエムくバイヤー版>、 ミサ ブレヴィス140 齋藤明生

志の小演奏会 199005 ジョスカン・デ.プレ|｀ンジェリング,)、 ハスラー等 齋藤明生

第 11回 1991,02 ‐ ツアリレト(リ タニア243)、 」Mハイドン(ヴェスペレ) 齋藤明生

第 12回 199111 モーツァルト(ドミニクス`ミササンクタマリアマーテルデイ)等 齋藤明生

第 13回 199211 シャルパンティエ偵夜中のミサ)、 シュッツ、プクステフ_~等 齋藤明生

第 14回 199311 モーツァルト(ミ サ.ブ レヴィス2751、 アルブレヒツベルガー 齋藤明生

15周年記念 199411 モーツアルト(レクィエムくドルース版>、 等)=渋谷混声と合同 齋藤明生

第 15回 199510 」S′ ッヽハ(カンタータ182)、 プクステフーデ(ミサブレヴィス)等 齋藤明生

第 16回 199611 モーツアルト(ヴェスペレ3391、 アルブレヒツベルガー等 齋藤明生

第 17回 199710 ‐ ツアルト(ミサ ソレムニス337、 テ デウム・ラウダムス)等 齋藤明生

第 18回 199810 」 S′ ッヽハ(カ ンタータ61,196)、 D.スカルラツテイ 齋藤明生

第 19回 199910 ラインベルガー(スタバト・マーテル)、 」Mハイドン等 齋藤明生

斎藤先生遇悼 2CX10 07 ハスラー(ミサ セクンめ,Fメンデルスソーン、ホミリウス等 水野克彦

クリスマス 200012 四つのアヴェマリア(アルカテ・ルト、油スカン・テ・・フ・レ、贅クリア、ルストリー分等 水野克彦

第 20回 200111 モーツアルト(ト リニターティス ミサ)、 F.」 ハイドン等 水野克彦

第 21回 200210 ドイツ・バロックOCFパッハ、シュッッ、プクステワー→ 水野克彦

第 22回 200311 ラインベルガー(スタバト・マーテ′め、アルブレヒツベルガー 水野克彦

第 23回 200410 D.スカルラッティ、パレストリーナ、モンテヴェルディ 水野克彦

第 24回 200511 シュッツ、テレマン、プクステフーデ (カンタータ) 水野克彦


